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4
⑴　放物線y=x²-2（k+3）x+k²+6k+14を平方完成すると，

y=x²-2（k+3）x+k²+6k+14
 ＝｛x-（k+3）｝²+5

となり，これより，放物線の頂点の座標は，以下のように求まる。
∴頂点の座標（k+3，5）

⑵　放物線y=x²-2（k+3）x+k²+6k+14と直線y=-4x-3より，yを消去すると，
x²-2（k+1）x+k²+6k+17=0 ・ ・ ・ ［1］
となる。このとき，２次方程式［1］の判別式をDとすると，D=0のとき，
D=-16k-64=0
であり，これにより，放物線と直線が接するとき，kの値は以下となる。
k=-4

⑶　放物線y=x²-2（k+3）x+k²+6k+14と直線y=-4x-3より，yを消去すると，
x²-2（k+1）x+k²+6k+17=0 ・ ・ ・ ［1］
となり，このとき，２次方程式［1］の判別式をDとすると，
D=-16k-64
となる。

このとき，放物線と直線の共有点の個数は，kの値によって，
それぞれ以下のように変わる。
・D＞0，すなわち，-16k-64＞0より，
　k＜-4のとき，共有点は２個

・D=0，すなわち，-16k-64=0より，
　k=-4のとき，共有点は１個

・D＜0，すなわち，-16k-64＜0より，
　k＞-4のとき，共有点は０個
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